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　そうして、2011 年 8 月に初のフランス滞在が実現しました。ディジョンの
ブルゴーニュ大学で 1 か月語学研修を受けた後、新学期に合わせてパリに移り、























　さて、いよいよコチュテルの開始を目指して 2012 年の 10 月初めにパリに
渡り、博士課程の学務課に行って必要な手続きについて尋ねました。そうした
ら 10 月 10 日までに書類を揃えて出さないと登録の申請ができないとのこと。
書類リストを見てみると、日仏の指導教官の推薦書や語学能力の証明書、学部
以降の成績証明書・博士課程の在学証明書とそのフランス語翻訳など、実に
多くの書類が挙げられていました。その時点で 10 月 3 日、しめきりまであと
1 週間しかありません。当初私は、ベルギー、オランダ、ドイツの図書館へ 2










学ぶために要求されるのは CEF (Common European Framework of Languages)
が定める C1（上級）レベル。短期留学の際に受けた語学研修は B1 レベル
で、当時の私の語学力では C1 に合格するのは至難の業でしたが、とにかく証
明を出さなければいけません。そこで、12 月に TCF (Test de Connaisance du 
Français) を受験することにしていったん帰国し、その後は試験に向けて勉強
の日々でした。しかし 12 月の試験結果は残念ながら B2 で、私の願書は語学
証明なしの保留扱いになり、2012 年度の登録は叶いませんでした。




















課程は学問領域ごとに ED (École Doctorale) というグループに分かれており、
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ソルボンヌの研究棟。ここで博士課程の講義が行
われるほか、シンポジウムや学会が開かれること
もある。
